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山
本
笑
月
の
蔵
書
印

山
本
笑
月
と
聞
い
て
ま
ず
連
想
す
る
の
は
、
『
明
治
世
相
百
話
』

（
春
陽
堂
、
一
九
三
六
年
）
だ
ろ
う
か
。
明
治
時
代
に
つ
い
て
記
し

た
随
想
記
類
で
は
、
鴬
亭
金
升
『
明
治
の
お
も
か
げ
』
、
鏑
木
清
方

『
こ
し
か
た
の
記
』
、
篠
田
鉱
造
『
明
治
百
話
』
、
野
崎
左
文
『
私
の

見
た
明
治
文
壇
』
な
ど
と
と
も
に
、
必
読
文
献
の
ひ
と
つ
に
数
え

ら
れ
よ
う
。

山
本
笑
月
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
。
明
治
六
年
一
○
月
五
日

生
、
昭
和
一
二
年
五
月
一
○
日
没
、
享
年
六
四
。
本
名
は
松
之
助
。

長
谷
川
如
是
閑
、
大
野
静
方
の
実
兄
に
あ
た
る
。
本
町
側
、
鴬
蛙

会
と
い
っ
た
狂
歌
連
に
属
し
て
い
た
が
、
そ
の
活
動
の
一
端
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
如
是
閑
旧
蔵
狂
歌
本
の
来
歴
」
（
二
○
○
五
年
三

月
中
央
大
学
図
書
館
発
行
『
中
央
大
学
所
蔵
狂
歌
関
係
書
解
題
目
録
』
）
に

て
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
著
書
と
し
て

は
前
述
の
『
明
治
世
相
百
話
』
の
ほ
か
に
、
『
謡
曲
座
右
抄
』
（
江

島
伊
兵
衛
、
一
九
一
○
年
）
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
山
本
笑
月
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
は
『
近
代
蔵
書
印

譜
』
（
青
裳
堂
書
店
、
日
本
書
誌
学
大
系
処
、
『
蔵
書
印
提
要
』
（
同

翌
）
、
『
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
印
譜
』
（
同
、
）
、
『
新
編
蔵
書
印

譜
』
（
同
ね
）
な
ど
の
印
譜
類
に
は
見
あ
た
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
不

明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
中
央
大
学
図
書
館
が
収
蔵
す
る
と
こ
ろ

の
長
谷
川
如
是
閑
旧
蔵
書
の
な
か
に
山
本
笑
月
の
蔵
書
印
が
散
見

さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
た
だ
し
今
回
調
査
し
た
の
は
、

如
是
閑
旧
蔵
書
の
う
ち
の
戯
作
（
酒
落
本
・
人
情
本
・
読
本
・
合
巻

等
）
、
俳
書
、
狂
歌
本
で
あ
る
こ
と
、
付
言
し
て
お
く
。

２
笑
月
の
蔵
書
印

こ
れ
ま
で
に
確
認
し
え
た
笑
月
蔵
書
印
は
三
種
。
便
宜
上
こ
れ

を
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
つ
に
分
け
た
が
、
形
状
は
図
版
を
見
て
い
た
だ
き
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た
い
。
ま
た
、
山
本
家
の
蔵
書
印
も
み
つ
か
っ
た
の
で
、
あ
わ
せ

て
掲
載
す
る
。
な
お
付
言
し
て
お
け
ば
、
Ａ
印
が
押
捺
さ
れ
て
い

る
『
婦
足
禿
』
に
は
、
笑
月
の
実
弟
に
あ
た
る
大
野
静
方
の
蔵
書

印
（
『
近
代
蔵
書
印
譜
」
三
編
所
載
の
も
の
と
同
印
、
二
・
八
×一
・
三

糎
）
も
押
捺
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
印
（
朱
印
、
一
・
四
×一
・
四
糎
、
図
版
は
『
妙
伝
集
」
よ
り
）

．
『
し
づ
か
う
た
』
（
鳥
居
清
長
画
）

。
『
真
女
意
題
』
（
森
羅
万
象
、
天
明
元
年
）

ｏ
忌
擁
孔
雀
染
勒
記
』
（
山
旭
亭
真
婆
行
、

．
『
廓
大
帳
』
（
山
東
京
伝
、
寛
政
二
年
）

。
『
京
伝
予
誌
』
（
山
東
京
伝
、
寛
政
二
年
）

、
愚
織
仕
懸
文
庫
』
（
山
東
京
伝
、
寛
政
三
年
序
）

．
「
婦
足
禿
』
（
成
三
楼
酒
盛
 
享
和
二
年
序
）

．
『
武
玉
川
』
（
紀
逸
）

ｏ
忌
誇
出
放
題
』
善
誰
主
人
）

。
『
狂
歌
次
郎
百
首
』
（
六
樹
園
選

。
愚
弛
後
室
色
縮
緬
』
茜
沢
一
風
享
保
二
一
年
）

。
『
万
載
狂
歌
集
』
（
四
方
赤
良
、
天
明
三
年
）

。
『
狂
言
鴬
蛙
集
」
巻
一
（
朱
楽
菅
江
、
天
明
五
年
）

。
『
徳
和
歌
後
万
載
集
』
（
四
方
赤
良
、
天
明
五
年
）

．
「
く
ろ
う
る
り
』
（
盧
橘
庵
、
〔
天
明
五
年
〕
）

．
『
狂
歌
類
題
杓
子
栗
』
（
便
々
館
湖
鯉
鮒
〔
寛
政
二
年
〕
）

。
『
し
み
の
す
み
か
物
語
』
（
石
川
雅
望
、
文
化
二
年
）

．
『
梅
か
え
物
語
』
（
六
樹
園
飯
盛
、
文
化
七
年
）

。
『
狂
歌
画
像
作
者
部
類
』
（
石
川
雅
望
 
文
化
八
年
）

。
『
修
紫
田
舎
源
氏
』
（
柳
亭
種
彦
、
文
政
三
一
〜
天
保
一
三
年
）

。
『
開
巻
百
笑
』
（
立
川
焉
馬
、
〔
天
保
一
○
年
〕
）

。
呈
籠
独
稽
古
』
（
富
久
亭
二
一
笑
享
和
二
年
序
）

。
『
起
承
転
合
』
初
篇
（
十
返
舎
一
九
、
享
和
二
年
）

。
『
仇
報
孝
行
車
』
（
南
杣
笑
楚
満
人
、
豊
国
画
、
文
化
元
年
序
）

。
『
敵
討
遠
森
渡
』
前
編
（
南
杣
笑
楚
満
人
、
豊
広
画
、
文
化
四
年
）

。
『
気
替
而
戯
作
問
答
』
（
山
東
京
伝
、
豊
国
画
、
文
化
一
四
年
）

．
『
廓
華
勝
山
結
』
（
山
東
京
山
、
天
保
二
年
再
版
）

。
『
妙
伝
集
』
（
同
人
庵
、
〔
明
治
四
四
年
〕
）

Ｂ
印
（
朱
印
、
｜
・
八
×一
・
四
糎
）

．
「
し
み
の
す
み
か
物
語
』
（
石
川
雅
望
、
文
化
二
年
）

Ｃ
印
（
緑
墨
印
、
一
・
○
×
一
・
四
糎
図
版
は
『
し
み
の
す
み
か
物

壼
叩
』
」
《
ｈ
ソ
）

．
『
鶉
衣
』
（
横
井
也
有
、
天
保
一
二
年
）

。
『
色
音
論
・
諸
国
盆
踊
唱
歌
』
（
明
治
一
六
年
）

山
本
家
蔵
書
印
（
朱
印
、
二
・
八
×
二
・
八
糎
）

。
『
修
紫
田
舎
源
氏
』
（
柳
亭
種
彦
著
文
政
一
二
〜
天
保
一
三
年
）

３
 
Ｃ
印
に
つ
い
て

Ａ
印
と
Ｂ
印
は
印
文
じ
た
い
に
「
笑
月
」
と
あ
る
の
で
問
題
な

か
ろ
う
が
、
松
紋
印
（
Ｃ
印
）
に
つ
い
て
は
説
明
を
要
し
よ
う
。

『
武
玉
川
』
『
色
音
論
・
諸
国
盆
踊
唱
歌
』
『
開
巻
百
笑
』
な
ど
に

は
、
こ
の
松
紋
印
以
外
の
蔵
書
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い

う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
書
籍
を
蔵
し
て
い
た
の
は
、
松
紋
印
を
蔵

書
印
と
す
る
人
物
と
長
谷
川
如
是
閑
の
ふ
た
り
で
あ
っ
た
可
能
性

寛
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が
高
か
ろ
う
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
松
紋
印
が
押
捺
さ
れ

た
狂
歌
本
で
あ
る
。
拙
稿
「
如
是
閑
旧
蔵
狂
歌
本
の
来
歴
」
で
も

触
れ
た
こ
と
だ
が
、
如
是
閖
旧
蔵
の
近
代
狂
歌
本
は
明
治
期
の
本

町
側
・
鴬
蛙
会
の
狂
歌
本
が
主
だ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
野

崎
左
文
か
ら
笑
月
に
献
呈
さ
れ
た
狂
歌
本
も
あ
る
。
松
紋
印
の
押

捺
さ
れ
た
狂
歌
本
は
天
明
狂
歌
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
笑

月
の
属
し
て
い
た
本
町
側
は
天
明
ぶ
り
を
標
傍
す
る
一
派
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
如
是
閑
に
近
し
い
存
在
で
、
な
お
か
つ
天
明
狂
歌
を

好
ん
だ
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
実
兄
の
山
本
笑
月
な
の

で
あ
る
。
笑
月
の
本
名
は
松
之
助
。
こ
の
松
紋
は
、
本
名
の
「
松
」

に
ち
な
ん
だ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
松
紋
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
『
紫
田
舎
源
氏
』
に
は
「
山

本
蔵
書
」
な
る
蔵
書
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
松
紋
印
が

山
本
笑
月
の
印
だ
と
す
る
と
、
「
山
本
蔵
書
」
も
笑
月
の
生
家
で
あ

る
山
本
家
の
蔵
書
印
か
と
考
え
、
こ
こ
に
掲
載
し
た
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
蔵
書
印
が
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ

て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
の
こ
る
。
中
野
三
敏
氏
『
江
戸
の

板
本
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
名
古
屋
の
富
田

新
之
助
氏
や
相
見
香
雨
氏
の
如
く
、
自
か
ら
稀
本
・
珍
本
と
認
め

た
も
の
は
緑
印
を
以
て
す
る
と
い
う
よ
う
な
区
別
も
、
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
っ
た
」
よ
う
だ
と
い
う
が
（
二
六
五
頁
）
、
笑
月
の
場
合
、
そ

う
い
っ
た
使
い
分
け
を
指
摘
し
う
る
ほ
ど
の
稀
書
珍
本
の
類
が
あ

る
と
は
思
え
な
い
．
お
お
ま
か
に
い
っ
て
、
酒
落
本
や
黄
表
紙
は

Ａ
印
、
狂
歌
本
は
Ｃ
印
と
い
う
分
け
方
は
指
摘
で
き
よ
う
か
。
『
し

み
の
す
み
か
物
語
』
の
Ｃ
印
は
、
六
樹
園
（
石
川
雅
望
）
に
関
連

し
て
押
捺
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
に
ぶ
ん
絶
対
量
が
少

な
い
た
め
、
つ
ま
び
ら
か
に
は
し
え
な
い
。
Ｂ
印
に
つ
い
て
も
同

断
で
あ
る
。

以
上
、
笑
月
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
状
況
証
拠
か

ら
み
て
松
紋
印
を
笑
月
の
も
の
と
し
て
き
た
が
、
決
定
的
な
証
拠

は
な
に
ひ
と
つ
な
い
。
ご
教
示
い
た
だ
け
た
ら
幸
甚
で
あ
る
。

（
い
そ
く
あ
っ
し
・
中
央
大
学
大
学
院
）
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